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令 和 元 年 度 総 括 

 
昨年の５月１日、平成から令和に元号が変わった。新たな時代の幕開けにより経

済の発展が期待された。令和元年度前半は、米中の貿易摩擦の激化の影響により、

製造業の景気が悪化していたもののサービス業を中心に旺盛なインバウンド需要

もあり日本経済は堅調に推移していた。ところが、新型コロナウイルスにより、令

和元年度の第４四半期は、大田区産業振興協会の事業活動も大きな影響を受けるこ

とになった。 

昨年 12 月までの令和元年中は、協会事業は順調に推移した。７月に実施した加

工技術展示商談会、10 月のおおた商い・観光展、研究開発フェアと来場者・出展

者ともに満足いただける内容で実施した。本年２月に実施したおおた工業フェアも

コロナウイルスが懸念される中の実施となったが、来場者も、商談件数も前年より

も増加し一定の成果を見せ、大田区産業の底力を感じさせた。 

こうした中、海外との取引きを活発化させようとの動きも見られ、海外取引相談

の件数も大幅に増加した。また、「工場表彰制度」、「商店（飲食店）表彰制度」、

「大田区優秀技術者表彰事業」、「大田区新製品・新技術コンクール」等の表彰等

事業には多くの応募があり、中でも「大田のお土産 100選表彰事業」は累計で 100

件を超え事業最終年度として目標の「100選」を達成した。 

経営支援に関する部門では、ビジネスサポートの専門家派遣事業が前年に比べ大

幅に件数を増やし、特に区と連携して実施した事業承継案件に力を入れた。また、

創業支援の関係では、前年まで実施していたビジネスプランコンテストをリニュー

アル、「ものづくり創業スクール」と「スタートアップアワードＴＯＫＹＯ ＯＴＡ」

を実施。ものづくりに焦点を当てた創業について支援した。 

 技術開発支援に関しては、次世代産業創造コーディネーターによる相談件数が大

幅に増加するなど、新たな連携支援にも力を入れ、これまで実施してきた新事業連

携・産業クラスター形成事業を着実に推進するとともに、次世代産業創造事業では

レアアース泥開発促進勉強会など新たなテーマへの挑戦もはじめた。 

 勤労者福祉事業ではコンビニ決済やホームページをスマホ対応にするなど会員

の利便性向上に努めた。 

 大田区産業プラザの管理運営では、展示ホール等の利用は昨年を上回る利用実績

で推移していたが、年明けのコロナウイルスにより、令和２年３月は貸出しを一部

中止するなどの影響が出た。 

 令和元年度の大田区産業振興協会の事業は、第４四半期においてコロナウイルス

の影響を受けたものの、概ね順調に推移した。 

令和２年度は、協会設立 25周年の節目の年を迎えることとなる。 
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１ 大田区の産業振興のための情報収集・発信に関する事業 【定款第４条（１）関係】 

〔重点取組み事項〕 

・協会 Webサイトで「町工場における人材採用の最前線」や「町工場における事業継承」など、

中小企業にとっての喫緊の課題に対する取り組み事例を紹介し、企業経営の参考に資した。 

・奇数月、年６回、「テクノプラザ」を発行し、取引拡大や人材確保等の先行事例、支援事業

等、大田区企業に必要な情報をタイムリーに発信した。 

・区内産業の効果的なプロモーションのため、大田区「優工場」認定企業や「大田のお土産 100

選」表彰商品・製品を、ホームページ等を通じて広く周知した。 

① 大田区産業振興普及事業 

【予算額 487,000 円（うち区補助）487,000 円】  

【決算額 428,559 円（うち区補助）428,559 円】 

（ア）総合事業案内冊子の配布 

（イ）産業情報冊子（大田区工業ガイド）の配布（日本語版･英語版） 

   工場見学・視察対応及び協会窓口等で随時配布 

   大田区工業ガイド（日本語版･英語版･中国語版）のＷｅｂペー 

ジでの紹介 

（ウ）視察対応 

国  内 7団体 158人 

海  外 4団体 77人 

 

② 大田ブランド発信事業 

【予算額 0 円】 

 【決算額 0 円】 

   協会Ｗｅｂサイトにおいて、区内中小企業等 

のブランド力維持・向上に資する先進的な取り 

組みを特集する記事や、協会事業の効果的な活 

用事例の紹介等を月に一度発信した。 

4月 
ものづくりのまち大田区における技術・技能継
承の取組みについて  
～大田区企業が直面する課題と展望～ 

10 月 
三井不動産インダストリアルパーク羽田内
産業支援施設への入居事業者を公募し
ます 

5月 
StartupWeekendTokyoMaker@大田  
～新しい創業塾のご案内～ 

11 月 
AI 設計で自社技術を残す！業務効率と
技術承継について 

6月 
地元企業との連携でものづくり人材を育成 
～ものづくり企業との橋渡しを実現するためには～ 

12 月 
自社技術＋αで BtoC 市場開拓に挑む  
～ものづくり技術で大田区を盛り上げよう～ 

7月 
人手不足の企業、在宅勤務希望の求職者必見！ 
～無料の「内職あっせん・相談事業」をご紹介～ 

1 月 
プロのデザイナーが PRをお手伝い！ 
～ホームページ・PR ツール制作は 
「PiO デザイン工房」にお任せください！～ 

8月 
防災訓練も楽しく！ 笑える試せる防災訓練大
田区企業の挑戦～新たな可能性を拓く～ 

2 月 
大田区企業の挑戦 
～新たな可能性を拓く～ 

9月 
飲食店の売上・集客アップを実現するために 
～「繁盛店創出事業」活用事例紹介～ 

3 月 
ものづくり企業と医療、介護、看護分野を
マッチングします！ 
～協会コーディネーターへご相談ください～ 

 

 

【総合事業案内冊子】 

【大田区工業ガイド web ページ 

ジ】 
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③ 産業情報誌の発行 

【予算額 4,754,000 円（うち区補助）4,754,000 円】  

【決算額 4,620,456 円（うち区補助）4,620,456 円】 

  区内製造業向けに支援策の概要を周知 

るために隔月（奇数月）情報誌を発行。 

 

 

④ 産業情報受発信事業 

【予算額 10,932,000 円（うち区補助）10,932,000 円】 

【決算額  9,558,499 円（うち区補助） 9,558,499 円】 

（ア） 産業情報の収集と提供 

・産業関連情報誌の購入：99 冊 ・寄贈：193 冊 ・新聞購入：4 紙 

（イ）区内中小企業の情報発信 

・区内中小事業者の紹介動画（大田区「優

工場」認定企業、「大田のお土産 100 選」

表彰製品・商品（事業者）等）を、ホー

ムページ等を通じて広く周知した。 

（ウ）協会ホームページによる情報発信 

・随時発信（http://www.pio-ota.jp/） 

・年間アクセス件数：741,562 件 

・年間閲覧ページ数（PV）：2,918,389 件 

※年間アクセス件数及び閲覧ページ数は、サ

ブサイト「大田区産業プラザ（貸館予約）」、

「大田区ものづくり 研究開発マッチング

システム（mirai）」、「おしごとナビ大田

区」の件数を含まない。 

⑤ 調査・研究 

【予算額 7,829,000 円（うち区補助）7,829,000 円】 

【決算額 6,271,928 円（うち区補助）6,271,928 円】 

（ア）景気動向調査 

区内中小企業が事業展開等を検討する上で有用な情報を収集・調査し、発信（年 4回）。

特別企画として、「平成 30年の休廃業・解散、新設法人」を掲載した。 

対象時期等 特別調査（テーマ）等 

第 1 回 
（1 月から 3 月期） 

2019 年度の経営見通し 

第 2 回 
（4 月から 6 月期） 

中小企業における消費税率引
き上げの影響について 

第 3 回 
（7 月から 9 月期） 

中小企業の採用動向と働き方
改革について 

第 4 回 
（10 月から 12 月期） 

ＩＴを活用した業務効率化・生
産性向上について 

「テクノプラザ」 A4 判 各号 4,800 部 

年 6 回発行 （5・7・9・11・1・3 月号） 

 

【大田区産業振興協会ホームページ】 

【景気動向調査報告書】 

【産業情報誌 テクノプラザ】 
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（イ）事業戦略調査・研究 

区から受託した「戦略的産業クラスター形成パイロット事業」や「受発注主体構築等検証

調査」に係る業務に必要な調査・研究を行うことで、事業の実施をコーディネートした。（受

託事業：実績等はＰ.29） 

 

２ 区内中小企業の経営支援に関する事業          【定款第４条（２）関係】 

〔重点取組み事項〕  

・イノベ―ション創出担当相談室での相談件数は今年度 1,281件（昨年度 985件）と増え、区

内企業の研究開発や大田区での創業の重要な相談窓口の一つになっている。 

・「ものづくり創業スクール」は、４回のセミナーを通じて創業について必要な知識を学び、

３日間のワークショップで起業するために必要なチーム作りやアイデアを形にする体験を行う

新規事業で、114名という多数の参加を得て実施した。 

・「スタートアップアワード Tokyo OTA」は、将来大田区内で事業展開を計画しているビジネ

スアイデアを募集し、コーチングやアイデアのブラッシュアップ、試作支援や賞の授与により

事業活動を促進させる新規事業で、農業・ライフサイエンス・ＩＴなどを中心に優れたビジネ

スアイデアの応募があり、7件（9賞）の表彰を実施した。 

・「大田の工匠 技術・技能継承」表彰事業では、子ども達にものづくりへの興味や関心を引き

出すため、区内小学生向けにものづくり体験イベントを開催した。 

・今年度、10社を優工場として認定した。歴代の認定企業が連携して工場見学を実施し、共同

受注や若手人材採用について模索するなど地域産業の発展に資する自主的な活動につながって

おり、具体的な活動として充実してきた。 

・「大田のお土産 100 選」は、累計で 115 件を選定した。広報活動にも注力し、展示会や販売

会など 9つの催事に出展し、ＰＲを積極的に展開した。 

 

① 中小企業情報化支援 

【予算額 6,864,000 円 

（うち区補助）4,613,000円】 

【決算額 6,200,989 円 

（うち区補助）4,227,689円】 

ホームページ・ＰＲツール作成支援サービス 

ＰiＯデザイン工房（毎週火・水・金曜日実施） 

利用回数 延べ 362 回 新規利用者数  17 社 

 

② ビジネスサポートサービス 

【予算額 11,432,000 円 

（うち区補助）11,412,000円】 

【決算額 9,724,079 円 

（うち区補助）9,724,079円】 

（ア）ビジネスサポート相談（専門家派遣） 

区内中小企業等が抱える経営、販路開拓、技術や生産性の向上、事業継承などの様々な

課題解決のため、専門家（支援協力者）等を派遣するなどして相談事業を実施した。 

ＰiＯデザイン工房 

 

写真 or チラシ 
or ロゴ 
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専門家派遣回数 
（内、事業継承案件） 

450 回（37 回） 
支援協力者 

登録数  
103 名 

特許相談 36 回  対応専門家 2 名 

    

（イ）経営サポートセミナー 

実 施 日 テーマ等 参加者数 成 果 

令和 2 年 2 月 7 日 
「人材確保・定着セミナー」 

講師：Liberty Woman 代表 古賀 ちぐさ 氏 
11 人 

満足度 
(アンケート) 

100％ 

（ウ）各種許認可等取得支援助成金の交付 

許認可等の種類 助成金交付企業数 

プライバシーマーク（2 件） 
ISO9001 （4 件） 
ISO14001（2 件） 
ISO27001（1 件） 

8 社（9 件） 

 

③ 繁盛店創出事業 

【予算額 18,494,000 円（うち区補助）18,494,000 円】  

【決算額 13,149,344 円（うち区補助）13,149,344 円】 

（ア）個店診断・改善費用助成 

小売店、飲食店及びサービス業事業者の抱える 

課題解決のため、店舗経営の専門家による経営相 

談及び改善提案を行うほか、店舗の改装や宣伝広 

告などに要する改善費用の一部を助成した。 

相談及び提案件数 店舗改善費用助成件数 

39 件 21 件 

（イ）商業情報誌の発行 

「あき now」発行 A4 判 年 2 回（各回 8,000部） 

商店（個店）向けの情報誌を発行し、商店街を中心

に区内の店舗に配布した。 

（ウ）商い経営事例研究会  

  大田区個店・空き店舗視察＆勉強会 

実施日 内容 参加者 満足度 

令和 2 年 3 月 5 日 

（中止） 
感染症（新型コロナウイルス）拡大防止のため中止 ― ― 

 

④ 創業者支援事業 

【予算額 13,125,000 円（うち区補助）12,425,000 円】 

【決算額 12,155,295 円（うち区補助）12,155,295 円】 

（ア）創業相談窓口の設置 

創業相談窓口相談件数 相談回数 518 回 

※毎週水曜日 10:30～16:00 3 区分で PiO を相談窓口として実施 

【商業情報誌 あき now】 
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（イ）スタートアップアワード TOKYO OTA 

表彰 9 件 （申込件数 18 件） 

表彰名 表彰企業及びプラン名称 

最優秀賞 
チーム CCAL(Creative City Agri Labo) 

新都市農業革命！空家・隙間でキノコ農
家を創出し地域活性化をします！ 

大田区長賞 
ネクストリハビリテーション 
片麻痺の指のリハビリ不足を解消する！ 
指ネクスト byNextrehabilitation 

さわやか信用金庫賞 
株式会社 GATARI 

デジタルツインを利用、AR ミュージアム
とデジタルシティ 

よい仕事おこし賞 
(城南信用金庫) 

チーム CCAL(Creative City Agri Labo) 
新都市農業革命！空家・隙間でキノコ農
家を創出し地域活性化をします！ 

共立信用組合 
心のふれあい賞 

Reel-to-Reel（りーるとぅりーる） 
日本のものつくりを応援したい！零戦風
機～翼プロジェクト～大田区篇 

日本工学院賞 
株式会社トランセル 

高効率骨髄幹細胞採取装
置開発 

芝信用金庫賞 

デザインアンドイノベーシ
ョン株式会社 

人命の視点に立った木造
アパートの耐震補強事業 

川崎信用金庫賞 

デザインアンドイノベーシ
ョン株式会社 

人命の視点に立った木造
アパートの耐震補強事業 

第一勧信賞 
（第一勧業信用組合） 

うつの日 
メンタルケアアプリ 

（ウ) 区内創業を促進するセミナー等の実施 

（ａ）ものづくり創業スクール 

コース及び実施日 テーマ等 参加者数 

第 1 回 

令和元年 5 月 19 日 

「ものづくり経営管理・人材育成講座」 

講  師：株式会社タイセー 岩城 良和 氏 

35 人 

 

第 2 回 

令和元年 6 月 8 日 

「ものづくり財務講座」 

講  師：株式会社 Xenoma富取 祐香 氏 

40 人 

 

第 3 回 

令和元年 7 月 21 日 

「ものづくり販促講座」 

講  師：NPO 法人 StartupWeekend 中本 卓利 氏 

20 人 

 

第 4 回 

令和元年 8 月 9 日～11 日 

「StartupWeekend Tokyo Maker＠大田」 

講師・運営：NPO 法人 StartupWeekend 

114 人 

 

(b)「創業テイク・オフ ワークショップ」 

実 施 日 テーマ等 参加者数 成 果 

令和元年 8 月 22 日 「顧客に響く!!アピール力向上ワークショップ」 

講師：株式会社コンセライズ   岩瀬 敦智 氏 

のぞみコンサルティング 廣野 希 氏 

10 人 

満足度 
（アンケート） 

100％ 
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⑤ 工場表彰制度 

【予算額 3,452,000 円（うち区補助）3,352,000 円】 

【決算額 2,946,702 円（うち区補助）2,846,702 円】 

認   定 

 

認定 10 工場、うち表彰 4 工場 

① 総合部門賞：4 社 

株式会社フルハートジャパン、株式会社渡辺鍍金工場、 

株式会社アイシーテクノ、株式会社渡辺精機 

② 人に優しい部門賞：1 社 

株式会社フルハートジャパン 

③ まちに優しい部門賞：1 社 

株式会社渡辺鍍金工場 

④ 認定工場：6 社 
大森精密工業株式会社、 
有限会社里中精機、 
株式会社芝橋、 
信和パーツ株式会社、 
株式会社トップウォーター 
システムズ、 
ハネダ株式会社 

累  計 265 社（令和 2 年 3 月末現在） 

表  彰 令和 2 年 2 月 6 日「第 24回おおた工業フェア」にて認定・表彰 

成 果 平成 30 年度認定 9 社にアンケートを実施、「満足度 100％」 

申込企業 10 社 

実地調査 令和元年 9 月 4 日～6 日 

審 査 会 令和元年 10 月 18 日 

※ 優工場認定企業間のネットワーク構築に向け、以下の認定企業の自立プロジェクト活動を支援

した。 

●プロジェクト会議（6 回） 

回 
日付・参加「優工場」

認定企業 
検討内容等 

第 11 回 平成 31 年 4 月 8 日   

5 社参加 

第 4回大田区「優工場」交流会振り返り 

六郷工科高等学校との連携について検討 

第 12 回 令和元年 6 月 19 日    

7 社参加 

六郷工科高等学校とのランチミーティングについて検討 

第 13 回 令和元年 7 月 9 日   

5 社参加 

六郷工科高等学校とのランチミーティング振り返り 
優工場交流会の開催について検討 

第 14 回 令和元年 9 月 10 日   

5 社参加 
交流会振り返り及び今後の方針について検討 

次回工場見学会及び交流会について検討 

第 15 回 令和元年 10月 24日   

6 社参加 

工場見学会について打合せ 
次年度六郷工科高校とのランチミーティングについて検討 

第 16 回 令和元年 2 月 21 日   

6 社参加 

工場見学会振り返り 
次年度「優工場」企業交流会の開催について検討 

●「優工場」企業と六郷工科高校のランチミーティング 

第 1 回 令和元年 6 月 22 日   

7 社、生徒 25 名参加 

「優工場」認定企業の人材確保に向け、工業高校生との交流

会を実施。参加した生徒の満足度 100％ 
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●工場見学ツアー（1 回） 

第 4 回 令和元年 11月 26日   

16 社参加 

3 社の工場見学ツアー後、意見交換会と交流会を実施 

●「優工場」交流会（1 回） 

第 5 回 令和元年 8 月 20 日  

16 社参加 

今後のプロジェクトの方針についてグループディスカッションを実施。

「優工場」同士のネットワーク強化を図る意見が多くあった。 

 

⑥ 商店（飲食店）表彰制度 

【予算額 7,551,000 円（うち区補助）7,551,000 円】  

【決算額 5,370,847 円（うち区補助）5,370,847 円】 

表  彰 

① 総合部門 4 店舗 

autentico、 

中華ソバ ちゃるめ、 

だし和食福もと、是空 

② こだわり部門 3 店舗 

パキスタン料理ザイカ、 

めらんじゅ、Larian 

表 彰 式 

令和元年 10 月 19 日 

「おおた商い(AKINAI)・観光展 

2019」にて表彰 

成  果 
表彰店舗にアンケートを実施、 

「満足度 87％」 

申込店舗 35 店舗 

実地調査 令和元年 6 月から 7 月 

審 査 会 令和元年 7 月 29 日 

広報活動 

① 本年度 表彰店舗リーフレット 

作成（日本語 15,000 部、英中 

各 1,500 部）図書館、各出張所、 

区内観光拠点、ホテル等に配布 

② 「総合版 2020」を 20,000 部作成（歴代表彰店舗 90 店掲載） 

③ その他の広報活動 

プレスリリース、特設 Web ページ、区報スタンド配布、区設掲示板掲出、 

「蒲田・大森本」広告掲載（2 月） 

 

⑦ 大田区優秀技術者表彰事業 大田の工匠 技術・技能継承 

【予算額 5,071,000 円（うち区補助）5,071,000 円】 

【決算額 4,322,226 円（うち区補助）4,322,226 円】 

平成 30 年度 

受賞企業表彰式 
令和元年 7月 5日「第 12回大田区加工技術展示商談会」

にて 6 社（6 組）表彰 

大田の工匠技術 

・技能展 2019 

令和元年 7 月 24 日から 7 月 30 日 

グランデュオ蒲田 3階東西連絡通路来場者数29,460人 
 

令和元年度の募集 

及び調査・審査 

令和元年 9 月 2 日から 10 月 31 日 
（応募企業数）10 社（10 組） 
（実 地 調 査）11 月 29 日、12 月 3 日、6 日、計 3 日間 
（審 査 会） 2 月 12 日、10 社（10名）を選定 

 

 

【総合版 2020】 
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⑧ 大田のお土産 100選 表彰事業 

【予算額  9,310,000 円（うち区補助） 9,310,000 円】 

【決算額 10,223,417 円（うち区補助）10,223,417 円】 

表彰製品・商品

（事業者） 
39 件（ものづくり部門 14 件、食品部門 25 件） 

3 賞 5 点 

 

 

最優秀賞：かならずや 勝最中 

（株式会社 wagashi asobi） 

優 秀 賞：蒲田切子  東京ウォーターグラス水鏡 

（有限会社フォレスト） 

奨 励 賞：藍の家亭 国産うなぎ串焼き 6 種 

（株式会社ＡＪＸうなぎ藍の家亭） 

奨 励 賞：置けば地球儀、ときどきカッタ― 

（株式会社三陽機械製作所） 

奨 励 賞：白いベークドチーズケーキ 

（シティライツ） 

表 彰 
令和元年 10 月 19 日「おおた商い（AKINAI）・ 

観光展 2019」にて表彰 

展示・販売 

① 東急プラザ蒲田「大田のお土産 100 選フェア」 

（9 月 14 日～9 月 16 日）出展販売 9 事業者、 

納品販売 6 事業者 

② 国際都市おおたフェスティバル in「空の日」 

羽田（9 月 28 日）出展販売 5 事業者 

③ おおた商い観光展 2019 「大田のお土産 100 選」 

即売会（10 月 19 日、20 日）表彰式後に開催、 

令和元年度 17 事業者出展 

④ 大田区観光情報センター展示販売 

（10 月 19 日～10 月 31 日）令和元年度の 16 表彰製品・商品を展示販売  

⑤ OTA ふれあいフェスタ（11 月 2 日、3 日 平和島[水のエリア]にて） 

令和元年度表彰 8 事業者が出展 

広報活動 

①公共交通機関への広告展開 

・東急電鉄 きになる電車 広告掲載（4 月 18 日～6 月 7 日） 

大田区内主要駅にてパンフレット設置（11 月 5 日～） 

・京急電鉄 区内 11 駅にて駅貼り広告（11 月 15 日～11 月 28 日） 

17 駅にて駅貼り広告（12 月 2 日～12 月 20 日 ） 

・東急池上・多摩川線・東急バス車内広告（11 月 15日～2 月 14 日） 

・表彰事業者最寄り駅にて駅貼り広告（12 月 9 日～12 月 15 日） 

②総合版パンフレット 10,000 部制作 

・大田区内 71 郵便局に総合版パンフレット設置 

（3 月下旬～） 

③その他の広報活動 
区報、大田区シティマップナビタ掲載、 
プレスリリース、都政新報掲載、表彰製品・ 
商品紹介パンフレット制作（10,000 部）、 
シティプロモーション特設 Web ページ掲載、 
テクノプラザ掲載（11 月、１月号）、デジ 
タルサイネージ放映（11 月）、区設掲示板 
掲出（12 月 10 日～23 日）、東京蒲田ロータ 
リークラブ講演（12 月 9 日）、蒲田・大田本 
広告掲載、広報誌かまた掲載、大田区産業振 
興協会 Web サイト特集記事掲載 

成  果 
令和元年度表彰事業者のアンケート 
満足度成果目標 80％に対し、92％（大変満足 49% 満足 43%）達成 

 

 

 

 

 

【かならずや 
勝最中】 

【蒲田切子 
東京ウォー 
ターグラス 
水鏡】 

【藍の家亭 国産うなぎ串焼き 6 種】 

【おおた商い観光展での即売会】 

【総合版パンフレット】 
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３ 区内中小企業の取引拡大支援に関する事業          【定款第４条（３）関係】  

〔重点取組み事項〕  

・「受・発注商談会」は、年 1 回（10月）参加企業 250 社（発注企業86社、受注企業164社）規模

で開催。事前マッチング制が定着し、区内中小企業に対し確度の高い商談機会を提供（782件）し

た。また、高付加価値の開発案件に特化した取り組みとして「ニーズプル型商談会」を開催。大手企業

やベンチャー企業と区内中小企業との商談を 47 件創出した。更に、現場のニーズを直接確認するため、

年度内に区内企業2,507社を訪問し、取引拡大に向けたサポートを強化した。 

・海外取引相談では、海外駐在員等に直接届けられるビジネス誌及び連動する Webページに海外

展開を積極的に行う区内企業の取材記事を主体とした広告を掲載した。また、本年度は、海外情

勢を把握する中国セミナーやベトナムについて日系企業の進出支援を行う企業及び進出企業を

招き、多角的に現地の情報を得ることが出来るセミナーなどを開催した。 

・商業分野の事業では、「おおた商い(AKINAI)・観光展 2019」において、「大田のお土産 100選」

特別販売コーナーの設置、訪日外国人観光客への対応、大田区プレミアム付商品券の使用を促進

する「ワンコイン祭り」企画を実施した。 

① 受・発注相談 

【予算額 38,241,000 円（うち区補助）37,513,000 円】 

【決算額 35,899,022 円（うち区補助）35,221,907 円】 

（ア）相談業務（工業） 

成立件数・金額 相談件数 巡回件数 

 130 件 受注 発注 コーディネーター：  714件 

シルバー人材委託：1,793件 144,544 千円 23 件 944 件 

（イ）発注開拓（工業） 

ものづくり連携コーディネーター及び担当職員に 

よる主に区外の大手企業への発注開拓 

訪 問 先 114 件  

活動成果 
成約案件：24 件 

成約金額：18,667 千円 

（ウ）受・発注商談会 

（a）ものづくり受発注商談会 

      実施日 

1 回 
令和元年 10 月 11 日 

第 58 回ものづくり受発注商談会 in 大田 

参加企業 発注・受注 商談件数 

250 社 86 社・164 社 782 件 

（エ）ニーズプル型商談会 

開催日 商談先 
参加 

企業数 

商談 

件数 

商談継 

続件数 

令和元年 

7月 5日 
大手企業 16 社 20 件 6 件 

令和 2年

2月 7日 

ベンチャ

ー企業 
16 社 27 件 8 件 

 

 

【受・発注商談会】 

【ニーズプル型商談会】 
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② 海外取引相談 
【予算額 13,564,000 円（うち区補助）13,564,000 円】 

【決算額 12,374,447 円（うち区補助）12,374,447 円】 

（ア） 海外取引相談 
(a)相談件数 

国別・地域別 件数 国別・地域別 件数 

中 国 192 件  北 米 46 件  

ASEAN 175 件  その他 313 件  

欧 州 199 件  合 計 925 件  

（b）国内における外国機関・企業との商談・打合せ件数 

相手先 件数 相手先 件数 

韓 国 0 件  ASEAN 25 件  

中国・香港 38 件  欧 州 54 件  

北 米 14 件  その他 21 件  

台 湾 21 件  合  計 173 件  

(C）国際取引あっせん 

発注案件紹介件数 期内成約案件件数 取引成約金額 

65 件 11 件 4,769 千円 

（イ）海外市場開拓（商談会） 

実 施 日 国 参加企業 商談件数 可能性高 

令和元年 8 月 22 日 台湾 3 社 16 件 8 件 

令和元年 11 月 21 日 タイ 6 社 12 件 5 件 

その他市場開拓   

日 程 調 査 先 

令和元年 11 月 18 日～19 日 ベトナム市場開拓 現地企業等 4 社を訪問 

（ウ）海外取引セミナー及び海外市場勉強会 

実 施 日 テーマ及び講師 参加人数 

令和元年 7 月 22 日 「世界を牽引する中国のイノベーション」 
講師：アジア経済研究所 開発研究センター 企業・産業 
   研究グループ 副主任研究員 丁 可 氏 

35 人 

令和元年 12 月 6 日 「東京税関関係施設視察会」 
会場：TOKYO ミナトリエ、青海公共バース、お台場ライナーふ
頭・物流施設、山九株式会社 物流センター 

18 人 

令和 2 年 1 月 28 日 「ベトナムの選ばれる理由と失敗事例に学ぶ進出ポイント」 
講師：アイクラフト JPN・N 株式会社  

代表取締役社長 西田 俊哉氏 
「ベトナム進出の実際」 

講師：株式会社東新製作所 代表取締役 石原 幸一 氏 

43 人 
 

欧州市場勉強会（3 回） 

実 施 日 テーマ及び講師 参加人数 

令和元年 6 月 4 日 「ドイツでのメッセの役割と必勝法」 
講師：株式会社メッセ・デュッセルドルフ・ジャパン 
   服部 浩徳氏 

8 人 

令和元年 9 月 19 日 「スペイン カタルーニャ州の産業と投資環境」 
講師：カタルーニャ州政府貿易投資事務所 顧問 林屋 明夫 氏 

9 人 

令和元年 12 月 2 日 「スイスの産業と国家プロジェクト・イノベーションパークに
ついて」 
講師：在日スイス大使館外国企業誘致局 局長 松田 俊宏 氏 

Project136 LLC CEO 小山 勇氏、CLO 牧野 裕貴 氏 

10 人 
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（エ）外国語文書翻訳 

 

 

（オ）広告媒体の利用 

（a）英文企業ガイドの活用 

平成 29 年度に刷新した英文企業ガイド（126 社掲載）を活用し、海外出張時及び海外

からの来客時に区内産業を PRした。協会ホームページ上でも Web カタログ版を公開中。 

https://www.pio-ota.jp/overseas-expansion/company-finder.html 

(b)ｅコマースの活用 

  海外駐在員や国際部門の担当者に直接届けられる「カンパサール」というビジネス誌お

よび連動する Web ページに、協会事業の紹介と区内中小企業 3 社の海外進出事例を紹介

した記事広告を掲載した。 

③  大田区加工技術展示商談会 

【予算額 14,265,000 円（うち区補助）12,537,000 円】 

【決算額 14,229,278 円（うち区補助）12,501,278 円】 

開 催 日 参 加 社 来 場 者 

令和元年 7月 5日 100 社 1,944 人 

商談件数 取引成立金額 

2,098 件 22,738 千円 

 

④ 国内見本市への出展支援 

 【予算額 18,914,000 円 

（うち区補助）18,914,000 円】 

【決算額 14,116,342 円 

（うち区補助）14,116,342 円】 

（ア）大田区ものづくり産業ＰＲ展示会 

展示会名、会期及び会場 成 果 

第 10 回試作市場 2019 

平成 31 年 4 月 25 日から 26 日 

大田区産業プラザ PiO 

相談件数  28 件 

成約件数   1 件 

人とくるまのテクノロジー展 2019 

令和元年 5 月 22 日から 24 日  

パシフィコ横浜 

相談件数  38 件 

成約件数   0 件 

北洋銀行ものづくりテクノフェア 2019 

令和元年 7 月 25 日 

アクセスサッポロ 

相談件数   6 件 

成約件数   0 件 

2019”よい仕事おこし”フェア 

令和元年 10 月 7 日から 8 日 

東京国際フォーラム 

相談件数   2 件 

成約件数  0 件 

第 15 回ビジネスフェア 

令和元年 11 月 15 日 

大田区産業プラザ PiO 

相談件数   2 件 

成約件数   0 件 

第 24 回機械要素技術展 

令和 2 年 2 月 26 日から 28日 

幕張メッセ 

相談件数   0 件 

成約件数   0 件 

文書翻訳サービス 35 件 

 

 

【第 10 回試作市場 2019】 

 

 

【人とくるまのテクノロジー展 2019】 

https://www.pio-ota.jp/overseas-expansion/company-finder.html
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（イ）新製品・新技術コンクール受賞企業 褒賞出展 9社 

展示会名 会期及び会場 成 果 

Human capital2019 
令和元年 5 月 29 日から 31 日 
東京国際フォーラム 

商談件数   5 件 継続案件     5 件 
成約件数   0 件 成約金額    0 千円 

Interior Lifestyle Tokyo／イ
ンテリア ライフスタイル 2019 

令和元年 7 月 17 日から 19 日 
東京ビッグサイト 

商談件数  33 件 継続案件      5 件 
成約件数   0 件 成約金額    0 千円 

フードセーフティジャパン 
2019 

令和元年 9 月 11 日から 13 日 
東京ビッグサイト 

商談件数 243 件 継続案件   16 件 
成約件数  9 件 成約金額 1,941 千円 

第 46 回国際福祉機器展 
H.C.R2019 

令和元年 9 月 25 日から 27 日 
東京ビッグサイト 

商談件数  4 件 継続案件     2 件 
成約件数   0 件 成約金額   0 千円 

第 7 回国際宝飾展(秋) 
秋のＩＪＴ 

令和元年 10 月 23 日から 25 日 
パシフィコ横浜 

商談件数  18 件 継続案件     3 件 
成約件数   0 件 成約金額    0 千円 

第 2 回医療と介護の総合展 
(東京)第 2 回医療機器・医
療設備 EXPO(東京) 

令和元年 10 月 23 日から 25 日 
幕張メッセ 

商談件数   4 件 継続案件     3 件 
成約件数  0 件 成約金額    0 千円 

InteriorLifestyleLiving
インテリアライフスタイル
リビング 

令和元年 11 月 20 日から 22 日 
東京ビッグサイト 

商談件数   8 件 継続案件     6 件 
成約件数  1 件 成約金額  120 千円 

HOSPEX Japam 2019 
令和元年 11 月 20 日から 22 日 
東京ビッグサイト 

商談件数  60 件 継続案件    11 件 
成約件数  0 件 成約金額    0 千円 

第 24 回機械要素技術展 
令和 2 年 2 月 26 日から 28日 
幕張メッセ 

商談件数  15 件 継続案件      6 件 
成約件数   1 件 成約金額    30 千円 

（ウ）国内見本市出展助成 

回 採択件数 出展企業 成 果 満足度 

第 1 回 25 件 22 社 
商談件数 2,408 件、継続案件 360 件 

成約件数 108 件、成約金額 42,303 千円 

(アンケート) 

78％ 

第 2 回 5 件 4 件 
商談件数 324 件、継続案件 130 件 

成約件数 48 件、成約金額 3,230 千円 
91％ 

※成約件数及び成約金額については 3 月末時点。 

 

⑤ 海外見本市への出展支援 

【予算額 10,945,000 円 

（うち区補助）9,882,000円】 

【決算額 8,400,676 円 

（うち区補助）7,594,676円】 

（ア）共同出展 

展示会名、会期及び会場 成 果 
参加 

企業 

COMPAMED 2019（ドイツ） 

令和元年 11 月 18 日から 21 日 

メッセ・デュッセルドルフ 

商談件数 144 件 

継続案件  30 件 

成約件数  1 件 

4 社 

FBC 上海 2019 ものづくり商談会 

令和元年 10 月 23 日から 25 日 

上海国際博覧中心 

商談件数  38 件 

継続案件   8 件 

成約件数  0 件 

3 社 

（イ）海外見本市出展費用助成（単独出展：自由選択制） 

 採択件数 出展企業 成 果 

第 1 回 8 件 7 社 
商談件数 180 件  継続案件  18 件 

成約件数  14 件  成約金額 10,148 千円 

※成約件数及び成約金額については 3 月末時点。 

【COMPAMED 2019】 
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⑥ 自主企画展示会（産業フェア） 

【予算額 33,537,000 円（うち区補助）27,568,000 円】 

【決算額 32,961,096 円（うち区補助）26,890,996 円】 

（ア）「おおた商い(AKINAI)・観光展 2019」 

～来て見て感じて“おおた”の心（おもてなし）～ 

会      期 出展者数 入場者数 

令和元年 10 月 19 日から 20 日 2 日間 122 社（団体） 10,815 人 

概 

要 

コ
ン
セ
プ
ト 

大田区の観光産業及び区内商店、商品を紹介。

2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向け

て区の観光資源を見直し、発見や商業力向上を推

し進めていく場として開催。 

今回は、急増する外国人観光客対策の一環とし

て、区主催の交流事業「OTATRANSIT」の参加者や

区内の日本語学校に通う留学生を来場者として招

き、観光展で買い物をしてもらうなど、訪日外国

人観光客への対応に向けた取組みを実施した。 

また、「面的な広がり」を継続し、蒲田地域の 

同時開催イベントである「友好都市 ふれあいひろば」、「さかさ川通り おいしい収

穫祭」、「第 7 回蒲田映画祭」、「第 39 回大田区しょうがい者の日のつどい」と相

互連携を図った。 

出
展
内
容 

・「自慢の味覚コーナー」「“大田のお土産 100 選”特別販売コーナー」「生活・お
しゃれコーナー」「匠の技コーナー」「にぎわいコーナー」「ふるさとコーナー」
「大田区商店街連合会」「屋外テント」「ＯＴＡ観光まちづくり×まちめぐりコー
ナー」のエリアに分け、名品や伝統工芸、現代の匠の技等、大田区の魅力を紹介。 

・東日本大震災で被災した、岩手県、茨城県の「自然の恵み豊かな食品」などの展示
即売を実施。 

集
客 ・「面的広がり」連携イベントの 5 つの会場をつなぐウォーキングラリーの実施 

会
期
後
の 

売
上
増
策 

・マーケティング実践、創業体験を目的に販売戦略策定セミナーを 3 回開催 

 講師：高田 泰弘 氏 

第 1 回 7 月 25 日（7 人） 第 2 回 8 月 22 日（9 人） 第 3 回 11 月 12 日（6 人） 

19 

日 

表彰式 
・「おおたの逸品」    （大田区商店街連合会） 
・「OTA！いちおしグルメ」 （公益財団法人大田区産業振興協会） 
・「大田のお土産 100 選」 （公益財団法人大田区産業振興協会） 

シネパラ蒲田 
～第 7 回蒲田映画祭～ 

映画上映&トークショー 
・「家族」上映（103 人） 
 (大田区観光課･一般社団 
法人大田観光協会) 

「富士山」描写実演 銭湯背景画絵師 丸山 清人 氏 

ステージイベント ・「大田のお土産 100 選」即売会 

20

日 

シネパラ蒲田 
～第 7 回蒲田映画祭～ 

映画上映&トークショー 
・倍賞千恵子トークショー＆ 
「遥かなる山の呼び声」上映（338人） 

・ＴＶＦ参加作品上映会 わが街映像は地域を元気にする（37 人） 
(大田区観光課･一般社団法人大田観光協会) 

両
日 

第 7 回蒲田映画祭 
特別企画展示 

・倍賞千恵子出演映画ポスター展 
・わが人生の思い出の映画たち展示 
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（イ）第 24回 高度技術・技能展 おおた工業フェア「未来へのロングスパート」 

会 期 出展者数 入場者数 商談件数 

令和 2 年 2 月 6 日から 2 月 7 日 2 日間 109 社(団体) 3,378 人 2,667 件 

概 

要 

区内中小企業の取引促進・販売拡大及び情報交換・技術交流の推進を目的に開催。 

企
画
展 

既存のハードウェアの概念に捉われず、今後の社会に

とって必要な新たな価値を提案する企業 10 社による

「ものづくりベンチャー展」を 2 階小展示ホールで開

催し、大田区が誇るものづくり企業との連携を図った。

また、出展企業 4 社によるプレゼンテーションが特設

ステージで行われた 

6 

日 

 

表
彰
式 

・第 31 回 大田区中小企業新製品・新技術コンクール

表彰式 

・令和元年度 大田区「優工場」表彰式 

講
演 

・基調講演 

「自動車産業の未来展望」（聴講者 275 人) 

 講師：㈱ナカニシ自動車産業リサーチ 

 代表アナリスト  中西 孝樹 氏 

併
催 

・「優工場」認定工場 褒賞パネル展示 

・ 大田区中小企業新製品・新技術コンクール 

 受賞企業プレゼンテーション（2 月 6 日） 

7 

日 

講
演 

・特別講演 

「先端技術を先導する宇宙開発」(聴講者 157 人) 

  講師：JAXA 名誉教授／愛知工科大学名誉教授  

 中谷 一郎 氏 

セ
ミ
ナ
ー 

①「デジカメ技術の未来」 

講師： 特定非営利活動法人 NCOS  

理事 大川 元一 氏 

②「工場活用の専門家が語る 

貸工場オーナーの魅力」 

講師： ㈱タープ不動産情報  

代表取締役 三浦 孝志 氏 

③「脱価格構想のための経営戦略」 

講師： 顧客リピート総合研究所㈱  

代表取締役 一圓 克彦 氏 

④「羽田イノベーションシティにおける大田区の取り組み」 

講師： 大田区産業経済部 産業交流担当課長 臼井 正一 氏 

プ
レ
ゼ
ン
出
展
者 

①おおた fab（スマイルリンク） 

「モノづくり拠点を利用した製品づくりのコラボレーション」 

②トレンドマスター㈱ 

「高齢化社会に不可欠な、シニア向けコミュニケーションロボットの現状と未来」 

③IoTBASE㈱ 

「様々な業務課題を 1 つのアプリで解決する IoT データモニタリングサービス

「IoTCanvas」 

④PLEN Robotics㈱ 

「AI アシスタント PLEN CUBE によるサービス業の自動化、キャッシュレス化」 
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⑦ 商い・サービス産業取引相談 

【予算額 5,486,000 円（うち区補助）5,396,000 円】 

【決算額 3,103,247 円（うち区補助）3,019,247 円】 

（ア）相談業務（商業） 

専門相談員（あきない活性化コーディネーター）による区内商い関連事業者への訪問調査 

訪問件数 363 件 

 

（イ）商品磨き上げ事業 

項目 内容 参加者 

コース① 

希望する実店舗に卸すことを目指し商品開発・改良を進めるコース 
講 師：株式会社五味商店  
1 回目：五味商店主催「こだわり食品展示会」見学 7/22 
2 回目：勉強会 8/5 
3 回目：個別面談 9/2 
4 回目：個別面談 9/24 

4 社 

コース② 

ネット通信の市場に向けて商品開発・改良を進めるコース 
講 師：株式会社オンワード樫山「オンワード・マルシェ」 
1 回目：勉強会 7/4 
2 回目：参加者店舗訪問 7/25 
3 回目：個別面談 8/22 
4 回目：個別面談 9/19 

4 社 

コース③ 

主に自店のオリジナル商品やメニューの開発・改良を進めるコース 
講 師：食のショールーム・パルズ 
1 回目：勉強会 6/19 
2 回目：参加者店舗訪問 7/17 
3 回目：個別面談 8/28 
4 回目：個別面談 9/18 

6 社 

実績 

参加満足度：86％ 商品（改良）化：2 社 
※アンケート回答より（複数回答可） 
 商品の開発・改良に着手：11 社 
 営業ツールの作成・改良に着手：9 社 
 販路拡大等のノウハウ習得：5 社 

14 社 

 

（ウ）商業展示会出展 

項目 内容 実績 参加者 

展示会 

第 9 回通販食品展示商談会 

 日時：9 月 26 日～9 月 27 日 

会場：虎ノ門ヒルズフォーラム 5 階 

情報提供件数： 

45 件 
3 社 

 

４ 区内中小企業の人材の育成・確保の支援に関する事業  【定款第４条（４）関係】 

〔重点取組み事項〕  

・区内中小企業で働くことの魅力を発信するＰＲサイト「おおたシゴト未来図」は、新たに５社

を掲載し、若手社員が活躍する区内中小企業の事例を紹介した。 

・超売り手市場ともいわれる中、区内中小企業の人材確保に資するため、大学等と連携して面談

会を実施した。工学院大学、日本工学院専門学校で実施し、内定実績を得た。 

・中小企業の若手技術者育成のため実施する都立産業技術高等専門学校の基礎講座は、参加者の

多くを大田区企業の社員が占める結果となった。 
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① おしごとナビ大田区  

【予算額 1,970,000 円（うち区補助） 160,000 円】 

【決算額 1,427,400 円（うち区補助）△378,632 円】 

（ア）求人情報サイト「おしごとナビ大田区」の管理運営 

対象・内容 掲載社数・更新数等 

求人広告掲載企業 133 社 

新規登録企業件数  23 件 

（ウ）民間広告媒体を活用したＰＲ 

民間企業広告活
用件数 

内容 

1 件 
 車両内連結部ステッカー掲出 

（東急池上線・多摩川線） 

 

② 中小企業次世代ものづくり人材の育成事業 
【予算額 1,286,000 円（うち区補助）1,186,000 円】 

【決算額 1,046,071 円（うち区補助） 976,701 円】 

(ア)都立産業技術高等専門学校との連携 
都立産業技術高等専門学校(高専)の教授陣と施設を活用し、中小企業の若手技術者育成

を目的として実施した。基礎講座は通学型の講座として品川区と共同で実施。出前講座は

大田区企業への出張型講座として実施した。 

講座科目別実績 

      
科 目 

単位 
2時間/1回 

開催期間 
受講者数 
(大田区在勤) 

基 礎 講 座 
(大田区・品川区) 

機 

械 

機械設計のための基礎 15 回 9月2日から10月10日 12(6) 人 

工業材料の基礎 8 回 10月11日から11月5日 12(8) 人 

加工と測定の基礎 8 回 11月11日から11月29日 11(6) 人 

デジタルマニュファクチャ 
リング体験講座 

6 回 12月3日から12月17日 10(6) 人 

電 

気 

電気回路の基礎 10 回 9月25日から10月25日 16(11) 人 

シーケンス制御の基礎 10 回 10月31日から12月3日 12(7) 人 

出前講座 
(大田区) 

基礎機械製図 
（ジオマテック株式会社） 

3 回 1月 21日から 2月18日 20 人 

電気回路/ｼｰｹﾝｽ制御の基礎 
（株式会社テシカ） 

4 回 2月 17日から 3月16日 8 人 

（イ）デザインプロジェクト 

開催日 テーマ及び講師 参加者数 

ワークショップ 令和元年 9 月 20 日 
「『デザイン思考』で始めるものづくり」 
講師：東京工科大学 コンピュータサイエンス学部 

准教授 森本 千佳子 氏 
10人 

出前講座 

令和 2 年 2 月 25 日 
出前先：理化工業株式会社 
講師：東京工科大学 コンピュータサイエンス学部 

准教授 森本 千佳子 氏 
24人 

令和 2 年 3 月 5 日 
出前先：株式会社ケツト科学研究所 
講師：東京工科大学 コンピュータサイエンス学部 

准教授 森本 千佳子 氏 
6人 

【求人情報サイト おしごとナビ大田区】 
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（ウ）おおた少年少女発明クラブの支援 

小中学生を対象としたものづくり教室の開催・運営を行うおおた少年少女発明クラブ（事

務局：NPO法人大田教育支援の会）に対し助成を行った。 

内容 詳細 活動日数 参加人数 

定期活動 

期間：平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月まで（毎月 1～2 回） 

場所：大田区産学連携施設（多目的室） 
・「プチロボ」製作及び競技会 
・「おどるマルメロちゃん」製作 
・「変身マルメロちゃん」製作 
・「電気回路基礎」（ＬＥＤ、スイッチの取り付け） 
・「ピカピカツリー」製作及び発表会 
・「キュートロボ」製作及び競技会        

20 日 40 人 

臨時活動 

・株式会社荏原製作所 藤沢工場見学（令和元年 8 月 5 日） 

・公益社団法人発明協会主催「全国少年少女チャレンジコンテ

スト」大田地区大会運営（令和元年 8 月 20 日） 

・さわやか信用金庫「ビジネスフェア」作品展示（令和元年 11

月 5 日） 

・大田教育委員会主催「ものづくり教育・学習フォーラム」協

力（令和元年 1 月 18 日） 

・「おおた工業フェア」作品展示（令和 2 年 2 月 6・7 日） 

・大田区区民活動支援施設 こらぼ大森「こらぼ de アート」作

品展示（令和 2 年 2 月 22～24 日） 

9 日 － 

 

③  若者と中小企業とのマッチング事業 
【予算額 2,008,000 円（うち区補助）2,008,000 円】 

【決算額 1,794,600 円（うち区補助）1,794,600 円】 

（ア）区内企業と若者のマッチングのための情報 

発信ツール（おおたシゴト未来図） 

企業数・ 

満足度 

掲載企業数 21 社 

（平成 31 年度新規  5 社） 

新規企業満足度（アンケート） 80％ 

（イ）大学等と連携した面接会の実施 

実施項目 参加者等 

平成 31 年 4 月 16 日、17 日 

「日本工学院専門学校 春季合同企業説明会」 

参加企業 7 社（全 251 社中） 

参加学生 107 人（全 2,350 人中） 

結果     内定 1 社 4 人(満足度 100％) 

令和元年 5 月 10 日 

「日本工学院専門学校 大田区近隣合同企業説明会」 

参加企業 3 社（全 34 社中） 

参加学生 24 人（全 200 人中） 

結果 内定 0 人（満足度 100％） 

令和元年 10 月 9 日 

「日本工学院専門学校 秋季合同企業説明会」 

参加企業 1 社（全 97 社中） 

参加学生 14 人（全 580 人中） 

結果 内定 0 人（満足度 100％） 

令和元年 12 月 13 日 

「都立城南職業能力開発センター大田校企業説明会」 

参加企業 1 社（全 97 社中） 

参加学生 14 人（全 580 人中） 

結果 内定 0 人（満足度 100％） 

令和 2 年 2 月 25 日 

「工学院大学 大田区ものづくり企業ミニ面接会」 

参加企業 3 社 

参加学生 3 人 

結果 内定 0 人（満足度 100％） 

 

【おおたシゴト未来図】 
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④ 内職あっせん・相談事業 
【予算額 5,780,000 円（うち区補助）5,780,000 円】 

【決算額 2,885,065 円（うち区補助）2,885,065 円】 

(ア) あっせん相談 

（a）あっせん・相談状況 

求職状況 求人状況 あっせん状況 

新規 

人数 

再来 
人数 

計 
事業 
所数 

人数 
事業 
所数 

人数 

400 45 445 153 264 245 295 

（ｂ）出張相談状況 

内 容 回数等 

ハローワーク大森 職業相談部門（1 階）内に専
用ブースを借り、内職相談者と面談（若い主婦層
の求職者獲得のためマザーズコーナーとも連携） 
偶数月の第 4火曜日 9時 30分から 11時 30分 

６回 

 (イ)求人開拓 

求人企業への企業訪問 30 社 

（ウ）普及・啓発用印刷物の作成・配布 

項 目 内 容 回数等 

普及・啓発用印刷物 

（内職求人開拓用印

刷物の作成・配布） 

蒲田・大森法人会会報封入用 約 4,800 枚 

商業情報誌 あき now Vol.14 封入用 

大田市場内４卸売組合配布用 

約 7,000 枚 

約 1,000 枚 

区内製造業 162 社投函用 1 回 

普及・啓発用印刷物 

（内職求職者用印刷

物の作成・配布） 

区内図書館(17 か所)・特別出張所(16 か所)・地域庁舎 
地域健康課(4 か所)にチラシ設置及びポスター掲示 年
2 回 

約 2,500 枚 

区役所子育て支援課（区内児童館 57 か所を含む）・ 
保育サービス課にチラシ設置 年 2 回 

約 3,000 枚 

ハローワーク大森 マザーズコーナーにチラシ設置 約 400 枚 

大田文化の森・子ども家庭支援センター(キッズな 4 か
所)にチラシ設置 

約 200 枚 

大田区シルバー人材センター・大田区いきいき仕事ステ
ーション・大田区生活再建就労サポートセンターJOBOTA
にチラシ設置 

約 500 枚 

 

５ 区内中小企業の技術開発支援に関する事業       【定款第４条（５）関係】 

〔重点取組み事項〕  

・開発ステップアップ助成・実用化製品化助成では、採択テーマが医療・福祉・新素材分野など多岐に

わたり、開発内容もより高度化している。本事業を通して、次世代産業を見据えた製品開発にチャレン

ジする区内中小企業が増えている動向が伺える。 

・新製品・新技術コンクールでは、有望なアイデア 9件を輩出した。最優秀賞は「直進軽快車いす」で

ある。どんな方でも気軽に操作でき、外出が楽しめる直進性と軽快な操作性を可能にした。今

年度はヘルスケア分野の申請件数が増加傾向にある。 

・戦略的産業クラスター形成パイロット事業では、公募により７テーマを決定し、区内外含め 

 

【普及・啓発チラシ】 
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て全 56 企業・研究機関等が携わり、うち区内企業 36 社が参画した。各事業プロジェクトで開

発したプロトタイプは、第 24回おおた工業フェア内にて発表を行った。 

・新事業連携・新産業クラスター形成助成では、農工連携や駆動回路開発等、7案件が採択された。

国内にとどまらず、海外の市場化を見据えた積極的な案件も申請された。 

・次世代産業創造事業では、レアアース泥開発推進勉強会や大手医療機器メーカーと連携したオ

ープンイノベーション、知財マッチング会の開催など、大田区企業の次世代産業参入やイノベー

ション創出を後押しする事業を行った。また、おおた研究開発フェアの開催、展示会への出展、

東京工業大学との連携による新産業・技術に関するセミナー(4 回)と技術交流会(2 回)を実施し

た。 

① 新製品・新技術開発支援事業 
【予算額 55,058,000 円（うち区補助）55,058,000 円】 

【決算額 43,531,102 円（うち区補助）43,531,102 円】 
 

(ア) 開発ステップアップ助成・実用化製品化助成 

開発ステップアップ助成 助成 7 社 （申込件数 12 社） 

企業名  事業テーマ 

エビナ電化工業株式会社 インプラント用注射針の深度マーク 

セキダイ工業株式会社 HCU 用点滴スタンド「楽々点滴カート」の試作品開発 

テックストレーキ株式会社 回転翼機 特殊装備品用多用途マウントの試作・開発 

株式会社山小電機製作所 
1 年間以上、内蔵電池でスタンバイしてその間に地震を感知
したら震動加速度を記録する地震動レコーダの開発 

インフイテックエム株式会社 
短時間に非破壊で計測可能とする磁気ノイズ法による応力
計測システムの開発 

株式会社 Piezo Sonic 
MRI内で利用可能な駆動装置のための小型非磁性モータの開
発 

株式会社コグコフ パラレルメカニズム方式ロボットの開発 

実用化製品化助成 助成 5社 （申込件数 10社） 

企業名  事業テーマ 

有限会社エムティ プレシジョン 軌道中心間隔自動測定装置の改良 

株式会社 ACTYPower 
新しい治療方法を可能にした脊椎疾患手術用インプラント
の開発と製品化 

イービーエム株式会社 
きのこ等の安全な天然由来素材による剥離手技訓練用血管
モデルの実用化 

株式会社 The MOT Company 車椅子用ホイールとハンドリム真円一体成形の開発 

丸隆工業株式会社 
客先測定用、搬送用、組立用、ロボット用治具への CFRP 部
材の導入 
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 (イ)新製品・新技術コンクール 

新製品・新技術コンクール 表彰 9 件 （申込件数 20 件）   

賞 名 受賞企業及び製品・技術名 

最優秀賞 

株式会社カラーズ 
共同受賞：有限会社関鉄工所 

株式会社善大工業 
直進軽快車いす 

優秀賞 

株式会社クラフトワークス 
大型風力発電機ブレード点検ロボット 

ジオ・サーチ株式会社 
地上・地下インフラ 3D マップ 

おおた福祉 
・医療賞 

株式会社 ACTY Power 
外反母趾治療 手術用インプラントと 
手術用ツールの開発 

おおた秀逸 
技能賞 

株式会社 Piezo Sonic 
磁場環境用高トルク超音波モータ PSM60N シリーズ 

おおたＥＣＯ
推進賞 

関西電子株式会社 
ナノファイバーを応用した油吸着シート製造装置・ 
リユース可能脱油装置（一式） 

おおたスポー
ツ・健康推進賞 

株式会社大橋知創研究所 
エルゴメーター風神雷神 

奨励賞 

株式会社共立理化学研究所 
全窒素・全りん測定セット（高圧） 

株式会社東京ワイヤー製作所 
アウトドアに携帯したい、安全でスタイリッシュな 
ワイヤーのこぎり PALMSAW（パームソー） 

 

② 産業クラスター形成事業 
【予算額 93,446,000 円（うち区補助）93,446,000 円】 

【決算額 84,821,671 円（うち区補助）84,821,671 円】 

 

(ア) 戦略的産業クラスター形成パイロット事業 

戦略的産業クラスター形成パイロット事業 実施 7 テーマ （提案数 21 件） 

事業分野 クラスター名 テーマ名 

次世代モビリティ
ー分野 

次世代モビリテ
ィークラスター 

小型自律走行移動体プラットフォーム開発事業 

ライフサイエンス・ 
ヘルスケア分野 

医工連携クラス
ター 

羽田空港を活用した先端的心臓血管外科手術トレーニン
グの世界発信 

抗ガン剤治療時のアピアランスケア（副作用による脱毛防
止・予防用）医療機器の試作器開発 

ロボティクス分野 
コミュニケーシ
ョンロボットク
ラスター 

次世代ロボット用油圧アクチュエータの事業展開 

自動農機分野への参入を目指した、自動制御草刈ロボット
の開発（分野：ロボティクス、自動運転、通信（電波）に
よる位置制御） 

関連分野（デジタル 
コミュニティー形
成など） 

デジタル技術 
クラスター 

先端軽量化素材・CNF(セルロースナノファイバー）強化ク
ラッシュハニカムパネルの成形・加工クラスターの構築 

5G 通信・IOT の実証による、まち・モノづくり 新事業創
出コンソーシアム形成事業 

 

 

 

 

 

【直進軽快 
車いす】 

【大型風力発電機ブレード 
点検ロボット】 

【地上・地下インフラ 
3D マップ】 
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(イ) 新事業連携・新産業クラスター形成助成 

新事業連携・新産業クラスター形成助成 助成 7 社 （申込件数 12 社） 

企業・グループ名 テーマ名 

株式会社アイ・ティ・エンジニアリング 
可搬型自動打音検査システムの電源装置の研究開発費

（原価低減の為の研究開発） 

有限会社アモルファス 
「着物ビーズ・アクセサリー」の市場拡大のための商品

の改良と販売機会の創出 

FCR 株式会社 非火災報を防止する工事現場の養塵棒 事業化 

株式会社カセダ アルガン種子用殻割り機 

トキ・コーポレーション株式会社 
バイオメタルで動くフラワー・ランタンとアクチュエー

タ機構ユニット 

株式会社 Piezo Sonic 
超音波モータ精密動作のための駆動回路の開発を軸と

した基盤開発ネットワークの構築 

平和工業株式会社 

（城南地域ものづくり研究会） 

AI 技術で高度化したシジミ貝自動判別装置量産に向け

た実験装置等の開発 

 

③ 産学連携研究開発支援事業 
【予算額 3,438,000 円（うち区補助）0 円】【決算額 2,614,538 円（うち区補助）0 円】 

区内での産学連携による製品開発等を促進するため、産学連携研究開発支援施設（オオタイ

ノベーション・ラボ）を研究開発に取組む企業に貸与した。入居者支援についてはコーディネ

ーターによる産学連携サポート支援を実施した。 

 

④ 次世代産業創造事業 

【予算額 40,182,000 円（うち区補助）35,906,000 円】 

【決算額 37,465,260 円（うち区補助）33,102,460 円】 

 (ア) 区内の研究開発型企業に関する情報の発信 

項目 対象・内容目的等 
参加社数・ 

発行部数等 

研究開発マッチングシステム 

「ｍｉｒａｉ」 

研究開発型の区内中小企業を Webサイト上で紹

介。大学等研究機関や企業の研究開発者からの

共同研究や実験用機材等の製作・加工、試作品

製作等のニーズと大田区中小企業とのマッチ

ングを促進する。 

155 社 

 
 

【戦略的産業クラスター形成パイロット事業特設 Web サイト】 

【次世代モビリティー分野  
心臓拍動シュミレータ】 

【ライフサイエンス・ヘルスケア分野  
搬送用小型自律移動ロボット】 
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大田区研究開発型企業ガイド 

研究開発マッチングシステム登録企業の情報

を掲載した冊子を作成。全国の大学、研究機関、

企業へ送付及び各種展示会等で配布 

2,500 部 

 

 

 

大学や企業研究機関からの技術相談 Web サイトからの問い合わせ案件数 
協会宛 36 件 

企業宛 42 件 

展示会への出展 研究・技術開発者向けに対する会員企業ＰＲ 
4 展示会 

（ 下記（オ）) 

研究開発マッチングシステム登録会

員企業への情報発信 

会員企業に対し、区内外のセミナーやイベン
ト、助成金、マッチング事業など、技術革新や
事業拡大、新事業参入等に役立つ情報を配信 

23 回 

ニューズレターの配信 
区内外企業、大学、研究機関等の登録者へ協会

事業や各種産学連携等に関する情報を発信 
23 回 

(イ)産学公相談 

(a)産学連携コーディネーターによる相談業務の実施 

項目 相談件数 

産学公交流相談（内、医工連携相談） 
763 件 

（182 件） 

(ウ)次世代産業分野のセミナーの開催 

(ａ)東京工業大学技術交流セミナー   

過去 94回開催のセミナー実績を踏まえ東工大との産学連携・技術交流の一層の強化を図

るとともに、技術革新に繋がる効果的なセミナー・研究会を開催している。 

開催日 テーマ及び講師 
参加者数 
(区内企業) 

第 99 回 令和元年 7月 18日 

『激変！羽田空港の物流とこれから』 

東京工業大学 環境・社会理工学院 融合理工学系  

教授 花岡伸也 氏 

16人 

（7人） 

第 100 回 令和元年 8月 7日 
『現場を変える！経営工学と技能の見える化』 

東京工業大学工学院 経営工学系 准教授 青木洋貴 氏 

13人 

（8人） 

第 101 回 令和元年 9月 12日 
『驚きのレーザ表面改質最新事情』 

東京工業大学工学院 准教授 青野祐子氏 

13人 

（8人） 

第 102 回 
令和元年 10月 24日 

(研究開発フェア内で開催) 

『生物に学ぶ柔らかい流体駆動ロボット』 

東京工業大学工学院 システム制御系 准教授 塚越秀行 氏 

50人 

（13人） 

技術 

交流会 

令和元年 11月 12日 

令和元年 11月 26日 

『ニューアクチュエータが拓く新しいロボットの世界』 

東京工業大学工学院 機械系 教授 工学博士 鈴森康一 氏 

14人 

（14人） 

 

 【研究開発マッチングシステム「mirai」】 【大田区研究開発型企業ガイド】 
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(b) 新分野進出セミナー 

開催日 テーマ及び講師 
参加者数 

（区内企業） 

令和元年 7 月 1 日 

第 1 回 レアアース泥開発促進勉強会 
「太平洋のレアアース泥が日本を救う」 

講師 東京大学 エネルギー・資源フロンティアセンター 
センター長 教授 加藤泰治 氏 

92人 
（ 48人） 

令和元年 8 月 21 日 

第 2 回 レアアース泥開発促進勉強会 
「レアアースとは？～とっても身近なレアアース～」 

講師 千葉工業大学 次世代海洋資源研究センター    
   上席研究員 藤永公一郎 氏 

80人 
(28人) 

令和元年 9 月 30 日 

第 3 回 レアアース泥開発促進勉強会 
「レアアース泥開発推進コンソーシアムのニーズ」 

講師 千葉工業大学 次世代海洋資源研究センター    
          上席研究員 藤永公一郎 氏 
「レアアースを使ってできる可能性のある金属と必要とされ
る加工技術」 
講師 日鉄総研株式会社調査研究事業部 産業技術部 

  特別研究主幹 宮前 収 氏  

124人 
(32人) 

令和 2 年 3 月 2 日 
フェーズフリー勉強会 
『ものづくりの新しい考え方 フェーズフリーとは？』 

講師 千葉工業大学 創造工学部 教授 松崎 元 氏 

16人 
（10人） 

(C)医工連携セミナー/医工連携イベント 

開催日 テーマ及び講師 
参加者数 

(区内企業) 

令和元年9月5日 

「医療機器製販企業による 
オープンイノベーション」 

協力 ジンマーバイオメット 
合同会社 

33 人 

（33 人） 

令和元年9月24日 

「介工連携イベント  
～製品化に向けたアイデア 

創出ワークショップ～」 
協力 大田区肢体不自由児者 

父母の会 
   東京工科大学 
   株式会社アシスト 

8 人 

(8 人) 

令和2年2月19日 

「ＤＸ時代におけるデジタルビジネス」 
講師：富士通株式会社 ヘルスケアビジネス推進統括部  

部長 岩津 聖二 氏  
「ピルからデジタルへ ～製薬企業の新たな挑戦～」 
講師：田辺三菱製薬株式会社 執行役員  
   デジタルトランスフォーメーション部長 清水 良 氏  

27 人 

(22 人) 

（エ）おおた研究・開発フェア 

実施事業及び開催日 来場者数、参加企業数、商談件数等 

第 9 回 

おおた研究・開発フェア 

令和元年 10 月 24 日、 

25 日 

 

令和元年 10 月 24 日、25 日 
出展者数：97 団体（97 コマ） 
来場者数：1,567 人 
件数：5,798 件 
（うち、可能性の高い商談件数 603 件） 

 
 
 
 
  

 



25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演① 
令和元年 10 月 24 日 

テーマ：空飛ぶクルマが行き交う世界 
講 師：慶応義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 

教授 工学博士  中野 冠 氏 
会 場：4 階コンベンションホール  聴講者：248 人 

特別講演② 
令和元年 10 月 25 日 

テーマ：海洋プラスチックごみ問題と我が国の対策 
講 師：環境省 水・大気環境局水環境課海洋環境室 髙尾 珠樹 氏 
会 場：4 階コンベンションホール  聴講者：204 人 

第 102 回 
東京工業大学技術 
セミナー 

テーマ：生物に学ぶ柔らかい流体駆動ロボット 
講 師：東京工業大学 工学院 システム制御系 准教授 塚越秀行 氏 
会 場：6 階 C 会議室 聴講者:50 人  

（オ）新産業分野の展示会への出展 

展示会名 会期及び会場 成 果 

国際モダンホスピタルショウ 2019 
令和元年 7 月 17 日から 19 日 

東京ビッグサイト 

相談件数  30 件 

可能性高   9 件 

応用物理学会 秋季学術講演会展示会 

JSAP EXPO 2019 

令和元年 9 月 18 日から 21 日 

北海道大学札幌キャンパス 

相談件数  30 件 

可能性高   6 件 

国際ナノテクノロジー総合展・技術

会議 

令和 2 年 1 月 29 日から 1月 31 日 

東京ビッグサイト 

相談件数 20 件 

可能性高  2 件 

応用物理学会 春季学術講演会展示会 

JSAP EXPO 2020 

令和 2 年 3 月 12 日から 15日 

上智大学 四谷キャンパス 
開催中止 

（カ）知財マッチングの実施 

開催日 セミナー名 参加者数 

令和元年 10 月 3 日 大田区・富士通知財個別面談会 6社 

 

 

 

 

 

  
【特別講演】 
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６ 中小企業勤労者に対する勤労者福祉事業       【定款第４条（６）関係】 

〔重点取組み事項〕  

・日中に窓口に来館することが難しいという既存会員からの要望に応え、コンビニ決済やスマ

ホ対応したホームページからの申込を可能した。利便性を高めたことにより、会員満足度向上

を図ることが出来た。 

① 加入促進事業 

【予算額 12,222,000 円 

（うち区補助）4,705,000円】 

【決算額 9,729,950 円 

（うち区補助）3,720,528円】 

（ア）勤労者共済事業の周知 

大田区勤労共済会報「ふれあい」を全８頁フル 

カラーで発行した。 

発行回数 発行部数 

年 10 回 各号 4,700 部 

（イ）会員管理と事業参加・給付状況把握及び加入促進 

勤労者共済会の募集リーフレットや入会案内冊子を 

活用した加入促進員による個別訪問・加入促進キャン 

ペーンを継続実施中。 

共済会員入会推移 

 平成 29 年 3 月末 
（平成 28 年度） 

平成 30 年 3 月末 
（平成 29 年度） 

平成 31 年 3 月末 
（平成 30 年度） 

令和 2 年 3 月末 
（平成元年度） 

事 業 所 （社） 
(前年度対比) 

1,655 
（-15） 

1,617 
（-38） 

1,581 
（－36） 

1,529 
（－52） 

会   員 （人） 
(前年度対比) 

4,447 
（-10） 

4,539 
（+61） 

4,457 
（-82） 

4,410 
（-47） 

② 福利厚生事業 

【予算額 （自主）39,761,000 円】 【決算額 （自主）35,909,454 円】 

（ア）健康の維持増進に関する事業 

スポーツ施設や人間ドック等の利用補助、インフルエンザ予防接種費用助成を行った。 

人間ドック・ミニドック 利用補助 56 件 

インフルエンザ予防接種 〃 338 件 

公衆浴場入浴券 利用券の割引あっせん 1,458 セット 

区営プール利用券 〃 764 枚 

区営スポーツセンター 〃 33 セット 

（イ）レクリエーション事業  

旅行会社 2社による幅広い選択肢を用意した日帰りバスツアーの利用補助を年 6 回実施。 

既成バスツアー自由参加補助  117 枚 

 

【勤労者共済会専用 Web サイト】 

【会報誌「ふれあい」】 
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（ウ）宿泊施設の利用 

ライフサポート倶楽部の宿泊施設の利用に対し合計 6泊まで 1泊につき 2,000円の補助を

実施。 

ライフサポート倶楽部宿泊補助 
 

200 件 

（エ）契約施設の利用 

他区 9つの勤労者サービスセンターと共同し、レジャー施設や日帰り温泉施設の利用補助

券並びに割引券を配布したほか、会員に好評であった「いちおしグルメ表彰店舗」で利用で

きる割引券やゴルフ、文化振興協会主催事業の利用補助券を発行した。また、区内商店を中

心に会員証呈示で特典が受けられる指定店を増やした。 

レジャー施設等 2,440 枚 潮干狩り 12 枚 

東京ディズニーリゾート 1,692 枚 いちおしグルメ補助 743 件 

釣り船 35 枚 天然温泉平和島 213 枚 

ゴルフ場 42 枚 文化振興協会 77 枚 

 

（オ）各種チケット割引あっせん 

都内･近県のホテルやレストラン等バラエティに富んだ食事券や、映画、観劇、コンサー

ト、美術館等のチケットをあっせんした。スポーツでは、プロ野球、サッカーＪリーグ、大

相撲のチケットをあっせんした。 

映画鑑賞チケット 4,829 枚 大相撲観戦チケット 70 枚 

サマーナイトクルーズ 99 枚 スポーツ観戦チケット 239 枚 

東京ドームシティ 

得10チケット 
51 枚 

美術展チケット 

（スパ関係含） 
2,005 枚 

図書カード 348 枚 
東武動物公園 

ハッピーフリーパス 
300 枚 

食事券 1,329 枚 おふろの王様 122 枚 

鑑賞券（演劇・音楽等） 554 枚 ハワイアンズ 146 枚 

③ 給付事業 

【予算額 （自主）8,826,000 円】 【決算額 （自主）6,813,750 円】 

（ア） 共済会員に対しての「祝金」「見舞金」「弔慰金」の給付 

祝  金 345 件 

 計 449 件 見 舞 金 37 件 

弔 慰 金 67 件  

（イ） 継続会員記念品（５年継続、１０年毎継続）の贈呈 

5 年継続 122 件 

  計 368 件 

10 年継続 160 件 

20 年継続 61 件  

30 年継続 25 件 
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７ 上記事業に関連を有する範囲において区、都、国又はその他の機関等から受託   

 する事業【定款第４条（７）関係】 

〔重点取組み事項〕  

・大田区産業プラザの指定管理者として、利用者の安全を最優先するための危機管理体制を強化

しつつ、効率的な施設の管理運営に努め、修繕工事等も適切に実施した。また、ＭＩＣＥ推進活

動や住民参加型イベントの実施等により集客力向上と、区内産業振興や地域貢献に寄与した。 

・創業支援施設等の管理では、入居企業の開発目的や支援状況について、区と共有し、入居目的

の達成及び区内での立地・創業が継続されるための支援体制を強化した。 

・区内中小企業支援に係る大田区からの受託事業では、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

クに向けて、車いすテニス用車いす 2台と車いすバスケットボール用車いすの関連部品をそれぞ

れ製作した。 

・昨年度より引き続き区から事業を受託した「大田区版受注促進マッチングシステム（受発注主

体の構築検証）の開発」では、Webサイト「大田ものづくりプラットフォーム」を公開し、ＡＩ

マッチングシステムプロトタイプの構築及び構築のための検証業務等を行った。 

 

① 産業プラザ展示ホール等の管理運営 
【予算額 （利用料金）240,224,000 円】 

【決算額 （利用料金）203,325,032 円】 

・産業プラザ施設利用状況： ＜別表Ａ＞  

・施設利用収入状況：       ＜別表Ｂ＞ 

 

快適で対応力のある施設を目指し顧客満

足度を向上させるため、利用者用インターネ

ット機器の更新、小展示ホール・特別会議室

等の音響設備の一部改修、給湯室電気湯沸し

器の更新工事、消耗・破損した貸出備品の更

新などの改善を図った。ＭＩＣＥ活動を推進

し区内産業振興の拠点となるよう、大規模催事主催者にパンフレットを配布するなど、施設利

用のＰＲを実施した。また、地域に親しまれる施設となることを目指し、地域住民参加型のベ

ビー＆ママケアストレッチ、小学校低学年を対象としたプログラミング体験イベントを実施し

た。  

施設の災害対策として、実際の貸施設運営に近い状況下での地域参加型避難（誘導）訓練

を実施し、参加者の防災意識及び防災センターをはじめとする館内職員の危機管理能力の向

上を図った。また、大田区産業プラザは帰宅困難者の一時滞在施設として指定されているこ

とから、「一時滞在施設運営マニュアル」に基づいた帰宅困難者受入訓練も合わせて実施し

た。災害への備えとして、備蓄倉庫の整備や利用者対応用の災害備蓄品を購入し充実を図っ

た。 

 

② 創業支援施設等の管理運営 

【予算額 （受託）29,220,000 円】  

【決算額 （受託）24,150,594 円】 

区の指定管理者として施設の管理運営を行うとともに、入居企業が自立した企業活動を営め

るよう創業相談員等による指導、支援を実施した。 
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施設名 入居者・退去者数等（平成30年度末） その他 

創業支援施設 
使用開始: 3 件・退出:7 件・3 月末入居企

業数 9 件（シェアードオフィス含む）  

創業相談員が助言・指導 

使用者向け勉強会開催：3 回 

新産業創造支援施設 3 月末入居企業数 2 件 
次世代産業創造コーディネー

ターが助言・指導 
産学連携施設 

退出:5 件・3 月末入居企業数 2 件（スモー

ルオフィス含む） 

③ 施設貸与に伴う付加サービス事業 

【予算額 4,769,000 円（うち区補助）0 円】【決算額 3,580,008 円（うち区補助）0 円】 

施設利用者の利便性を高め、利用率の向上に資するため、イベントサポートガイドＰiＯ倶

楽部及びＰiＯ周辺マップの発行、サイン看板等作成サービス、利用者用コピーサービス、催

事ごみ処理サービス、トランシーバー貸出、特殊簡易公衆電話、公衆型充電器等のサービス

を実施した。 

④ 産業プラザ施設維持の管理運営 

【予算額 （受託）80,332,000 円】 【決算額 （受託）70,752,948 円】 

竣工後 20年以上を経過し、老朽化による故障が頻発している。協会では、受託業務の範囲

ででき得る維持補修工事を実施した。また、区の第３次改修計画の策定に向けて施設老朽化一

次調査の実施、特定天井改修その他工事の実施設計に伴い区と連携・調整等を行った。 

実施した維持補修等の工事  

工事名 

・駐車場パーキングシステム摩耗対応 

・監視カメラﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞｰ更新 

・雨漏り補修工事 

・空調機整備作業 

・照明制御システム予防保全作業 

・温水二次ポンプ修理     等 43 件 

大田区が長期修繕計画等に基づき実施した工事等 

工事名 

・特定天井改修その他工事基本設計 ・大田区産業プラザ第３次改修計画策定 

 

⑤  障がい者スポーツ用具の開発 

 【予算額 （受託）25,000,000 円】【決算額 （受託）23,060,386 円】 

大田区が東京都の補助事業「地域連携型障がい者スポー

ツ用具開発促進事業」の採択を受け、市場化を見据えた車

いすテニス用車いすの CFRP化に伴う軽量化と、幅広いユ

ーザーに向けて座面高の調整などが可能な汎用性の高い

車いすの開発を目標に開発を行った。また、これまで開発

した車いすバスケットボール用車いすの関連部品（キャス

ター及びクランプ）のブラッシュアップを行った。開発に

は都内に事業所がある車いすメーカー㈱松永製作所（本

社：岐阜県養老郡）を核に、区内中小企業群（14社）の高

度な技術の融合により、車いすテニス用車いす 2台とバス

ケットボール用車いすの関連部品をそれぞれ製作した。 
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⑥ 受発注主体の構築等検証業務 

【予算額 （受託）95,000,000 円】 【決算額 （受託）92,071,630 円】 

「大田区版受注促進マッチングシステム（受発注主体の構築検証）の開発」として、 

① ＡＩマッチングシステムプロトタイプの構築及び構築のための検証業務（実証実験含む） 

② ＡＩマッチングシステムの一部である区内中小企業に関連する情報を掲載するページの制

作及び区内中小企業情報を発信することによる探索性・集客性の有用性の検証業務 

③ Ｗｅｂマーケティング施策や、発注企業情報の収集・活用によるパーソナライズの実現性・

有用性（リピート率やＡＩマッチングシステムへの送客率）の検証業務 

等を行い、大田区に報告書を提出した。 

 

⑦ 事業承継支援業務 

【予算額 （受託）300,000 円】 

 【決算額 （受託）300,000 円】 

令和元年度中にビジネスサポート事業で実施した事業承継

案件 12件について,サポート内容の詳細を実施報告書として

まとめ、大田区に提出した。 
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令和元年度 産業プラザ施設利用状況 ＜別表Ａ＞ 

（１）展示ホール 

施 設 名 

前  半 9:00～14:00 後  半 14:00～19:00 

合計 利用者数 貸出可能数 利 用 数 貸出可能数 利 用 数 

利 用 率 利 用 率 

大展示ホール 
325 256 327 272 1,180 

251,530 
78.8% 83.2% 80.7％ 

小展示ホール 
324 222 325 237 1,108 

133,047 
68.5% 72.9% 70.7％ 

 （1）合  計 384,577 

（２）コンベンションホール・会議室他 

施 設 名 

午    前 午    後 夜    間 

合計 利用者数 貸出可能数 利用数 貸出可能数 利用数 貸出可能数 利用数 

利 用 率  利 用 率 利 用 率 

コンベンショ

ンホール 

335 258 335 293 336 247 1,804 
193,849 

77.0% 87.5% 73.5% 79.3％ 

Ａ会議室 
337 293 338 298 338 200 1,804 

20,633 
86.9% 88.2% 59.2% 78.1％ 

Ｂ会議室 
337 279 338 

 

289 

 

 

338 191 1,772 
22,111 

82.8% 85.5% 56.5% 74.9％ 

Ｃ会議室 
344 

 

278 344 291 344 167 1,768 
22,372 

80.8% 84.6% 48.5% 71.3％ 

Ｄ会議室 
348 272 348 278 348 172 1,766 

27,835 
78.2% 79.9% 49.4% 69.1％ 

Ｅ会議室 
348 295 348 308 348 182 1,829 

12,450 
84.8% 88.5% 52.3% 75.2％ 

Ｆ会議室 
348 306 348 311 348 241 1,902 

10,705 
87.9% 89.4% 69.3% 82.2％ 

Ｇ会議室 
348 304 348 312 348 198 1,858 

11,104 
87.4% 89.7% 56.9% 78％ 

特別会議室 
333 230 335 282 335 154 1,669 

34,808 
69.1% 84.2% 46.0% 66.4％ 

和  室 
346 260 347 275 347 203 1,778 

14,190 
75.1% 79.3% 58.5% 70.9％ 

 
合  計      (2) 370,057 

総合計 （1）+（2） 754,634 

施設利用収入状況 ＜別表Ｂ＞ 

 

 

利用料金収入  ２６１，６１９，９６１円  

内  訳 

・施設利用料： 

・前年度収納分： 

・駐車場利用料： 

  １６１，７２５，９８１円 

９１，２１２，１８０円 

８，６８１，８００円 
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◆理事会・評議員会 

 

●理事会 

公益財団法人大田区産業振興協会定款第３４条第１項に基づき、理事長が招集した理事会は

次のとおりであり、各々承認を得た。 

第 1回 

令和元年 5 月 14 日 

出席理事   6 名 

欠席理事  1 名 

同席監事  2 名 

・平成 30 年度事業報告の承認について 

・平成 30 年度決算の承認について 

・令和元年度補正予算について 

・定時評議員会の開催について 

・代表理事及び業務執行理事の職務執行状況報告 

第 2回 

令和元年 6 月 26 日 

出席理事   6 名 

欠席理事  2 名 

同席監事  1 名 

・代表理事である理事長と業務執行理事である専務理事の選定について 

・令和元年度第２次補正予算について 

・評議員選定委員外部委員の選任について 

第 3回 

令和元年 11 月 7 日 

出席理事  6 名 

欠席理事   0 名 

同席監事  2 名 

・基本財産の運用について 

・代表理事及び業務執行理事の職務執行状況報告 

公益財団法人大田区産業振興協会定款第 37 条に基づき、決議を行った理事会は次のとおり 
である。 

第 1回 

決議のあった日 

令和元年 6 月 26 日 

同意した理事 5 名 

同意した監事 2 名 

・臨時評議員会の開催について 

第 2回 

決議のあった日 

令和元年 7 月 22 日 

同意した理事 6 名 

同意した監事 2 名 

・公益財団法人大田区産業振興協会の規定改正について 

①公益財団法人大田区産業振興協会組織及び処務に関する規程の改正

について 

・事務局長の選任について 

第 3回 

決議のあった日 

令和元年 12 月 6 日 

同意した理事 6 名 

同意した監事 2 名 

・公益財団法人大田区産業振興協会の規定改正について 

①公益財団法人大田区産業振興協会職員の給与等に関する規程 

②公益財団法人大田区産業振興協会就業規則第 11 条第 3 項の規定 

により採用された職員の給与等に関する規程 

③公益財団法人大田区産業振興協会就業規則第 19 条第 2 項の規定に 

より嘱託員として再雇用された職員の服務及び給与等に関する規程 

第 4回 

決議のあった日 

令和 2 年 3 月 30 日 

同意した理事 6 名 

同意した監事 2 名 

・令和元年度第 3 次補正予算について 

・令和 2 年度事業計画及び収支予算について 

・公益財団法人大田区産業振興協会の規程改正について 

①公益財団法人大田区産業振興協会事務局の組織及び処務に関する規程 

②公益財団法人大田区産業振興協会契約事務規程 

・臨時評議員会の開催について 

●評議員会 

公益財団法人大田区産業振興協会定款第１８条第１項に基づき、理事長が招集した評議員会

は次のとおりであり、各々承認を得た。 

定時 

評議員会 

令和元年 5 月 30 日 

出席評議員 5 名 

欠席評議員 2 名 

同席監事  1 名 

・役員の選任について 

・平成 30 年度事業報告の承認について 

・平成 30 年度決算の承認について 

・評議員選定委員の選任について 

臨時 

評議員会 

令和元年 6 月 26 日 

出席評議員 7 名 

欠席評議員 0 名 

同席監事  0 名 

・役員の選任について 
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公益財団法人大田区産業振興協会定款第 21 条に基づき、決議を行った評議員会は次のとお
りである。 

第 1回 
決議のあった日 

令和 2 年 4 月 1 日 

同意した評議員 7 名 

・監事の選任について 

●評議員選定委員会 

第 1回 
令和元年 5 月 30 日 

出席委員  5 名 

欠席委員  0 名 

・評議員の選任 

 

第 2回 
令和元年 11 月 7 日 

出席委員  5 名 

欠席委員  0 名 

・評議員の選任 

 

◆協会組織強化 

協会内研修 

研修名 開催日 対象者 目的 
参加人

数 

新任研修 ①② 4 月 

1、2、4 日 

①協会全職員 

②新任職員等 

①理事長講話 

②協会の基礎知識、会計、契約、

文書、服務、規程、セキュリ

ティ等について学ぶ。 

①30 人 

②４人 

新任主任研修 12 月 17 日 新任主任職員 外部研修と合わせ、協会の現状

等を踏まえ、管理職による主任

へ期待する役割、意識を高める。 

１人 

新任係長研修 12 月 19 日 新任係長職員 外部研修と合わせ、協会の現状

等を踏まえ、管理職による係長

へ期待する役割、意識を高める。 

２人 

セキュリティ研修 ①  4 月１日 

② ９月４日 

① 新任職員 

② 協会全職員 

協会内の情報セキュリティ対策

実施手順を徹底させ、協会職員

の情報管理の意識を高める。 

① 15 人 

② 19 人 

職員研修 

(テーマ) 

市民の論理、行政の

論理、市場の論理 

令和２年 

１月 15 日 

協会全職員 変化に対応するために、区の外

郭団体の職員の役割を再認識す

るとともに、日々の職務遂行能

力の向上を図る。 

35 人 

その他、職層研修等は民間の開催する研修へ参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


